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【特集】看護学校が開校しました！ 

授業風景→ 

↑ 日本ホスピス・在宅ケア研究会 全国大会で、看護学校開校 

までの経緯を発表する、当会のメンバー 
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皆さまに、嬉しいお知らせとお礼です。 

2012 年から看護学校建設プロジェクトをはじめましたが、皆さまのご協力と現地の NGO

スタッフの働きにより、ようやく看護学校がスタートしました。 

昨年 10 月に看護学校の認可が下り、学生募集を行い、今年 2 月 1 日、メヘルプール県初

の、ションダニ看護学校が開校、授業が始まりました。42 人（うち男性 2 人）の看護学生

が入学しました。校長先生を含めて 3 人の教員が看護学生を教えています。3 月にラフマ

ンさん（副代表）が現地を訪問しました。希望と勇気にあふれた先生たち、生徒たちの活

動に触れることができたとのこと。私も一日も早く現地に飛んでいきたい思いです。 

 

まだまだ残りの建物（4、5 階部分）の建設や備品の整備、教員の補充や授業内容の充実、

それに遠方から来ている学生のための宿舎の整備など課題はたくさん残っています。これ

までに約 6,300 万円の募金が集まり、現地に送金しています。現地ではションダニが、学

生募集、地域への支援の働きかけなど懸命です。もちろんションダニ病院の運営をはじめ、

ジャパニ小学校（カラムディ村）の支援、ションダニ学校（ガンニ市）の運営、生活支援

の活動なども続けています。現地へ思いを届けながら、日本でも皆さまの協力を得てさら

に活動を活発化したいと願っています。 

皆さまの、引き続きのご協力を切にお願いいたします。 

（代表 二ノ坂 保喜） 

看護学校が開校しました。引き続きのご支援・ご協力を！ 
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【特集】看護学校が開校しました！ 

 

1月19日からオリエンテーショ

ンが始まり、2 月 1 日から授業

開始、ションダニ看護学校が開

校しました。 

 

2 月 22 日から 3 月 11 日までの

間、ラフマン副代表が現地を視

察しました。 

教職員紹介 

チャル・ビッシャシュ校長  

2006 年に公立学校退職、その後いろいろな私立看護学校に勤務。 

チュアダンガ県に長い間勤務、そのためにメヘルプールやガンニのことを知

っていた。ションダニ看護学校は自然豊かな環境の中にあり、職員たちはと

ても協力的である。残りの人生はこのような場所で過ごし、看護師養成に努

めたい。 
 

ファルゼナ・カトゥーン ラジュシャヒ医科大学付属看護大学卒 

農村地域でこのようなきれいな学校を見て最初に思ったこと

は、どれぐらいの人の努力や協力があったのだろうかというこ

とです。感動しました。医療の現場で看護師の役割やその重要

性を学生たちに教えたい。学生たちが、病気で苦しんでいる患

者さんのそばに立つような教育。どんな仕事でも熱心にやるこ

と、キャリアだけではなく、人のために私たち（看護師）がい

るということを忘れない看護師を。この学校に関係している私

たちが協力し、カリキュラムを編成し、互いに助け合いながら

教育していきたい。 

ソニア・カトゥーン     

ラジュシャヒ医科大学付属看護大学卒 

学校の評価は学生の実績による

ものだ。学生の実績は教員の指

導力に関係する。自分の指導方

法は、グループ学習、図書室の

利用、小テスト、復習、学生に

よるフィードバックなどであ

る。また学校訪問、地域訪問、

健康教育の重要性について認識

させること。すべての患者さん

に平等に看護できるように指導

していきたい。 

1 月 19 日 

オリエンテーション

初日の様子 



制服を着て、授業を受ける生徒たち 
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看護学生の印象 

男性 2 人、女性 40 人、合計 42 人の学生と 3 人の教員で看護学校がはじまりました。定員は

50 人でしたが、定員のうち 2 割を男性としなければいけません。男性の定員 10 人のうち、2

人が入学しました。男性が看護師になれるということについて地域の人々はあまり知らないよ

うです。みんな明るく、やる気に満ち溢れています。生徒たちに看護学校に入学した動機につ

いて尋ねてみました。看護師に魅力を感じて看護職を選んだ人もいるし、逆に医師や看護師の

患者への対応の仕方に反発し、不満をもってこの仕事を選んだ人もいるようです。多くの生徒

が人のために働きたいということでした。 

入院中の母にお世話してくれる看護師を見て感動した。そして看護職を選んだ。 

 

近所にお年寄がいる。子供たちはそのお年寄の世話ができない。自分が看護師に

なって技術を身につけ、お年寄のために役に立ちたい。 

 

母が病気になったから病院に連れて行ったが、お医者さんの態度が悪く、診ても

らえなかった、そのために自分が医療の勉強をしたかった。 

 

このように具体的な目標がある生徒が多く、みんなはきっと優しい看護師になるでしょう。

そう期待しています。 

 

今年度の入学者の 3 分の 1 は県外出身者

で、いろんな場所に分かれて下宿してい

ます。今後も学生は増えていくために急

いで対策をとらないといけません。 

勉強の環境や安全のためにも学生寮を建

設できないかと考えています。 

新たな課題 
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9 月 22 日午後、佐賀県吉野ヶ里町の五ヶ山豆腐店裏庭で毎年恒例のオカリナコンサートがあり、手をつ

なぐ会の活動紹介、民芸品・紅茶の販売をしました。この日は朝から天気があまりよくなく、野外でのコ

ンサートなので心配をしていましたが、コンサートの間は雨も降らず、Shana さんが登場すると灰色の雲

の隙間から陽が射してスポットライトのように照らす光景も見られました。二ノ坂代表は、この日はオカ

リナ演奏者として背振の山々にオカリナの音色を響かせました。このオカリナコンサートが行われる五ヶ

山周辺は新しい道路ができたりダムができたり、来るたびに景色が変わっています。 

 

 今年の秋のチャリティひろばは雨のために 1 週間延期になり、予定されていたコンサートは残念ながら

中止になりました。30 日は天気に恵まれて、恒例のバザーが始まりました。今回、手をつなぐ会はひさ

しぶりにバザーでカレーの販売をしました。カレー販売は河村さんと伊藤さんが担当。この日のために

前々から買い出しや調理についての打ち合わせを重ねてきました。カレーと一緒にバングラデシュの紅茶

を一緒に提供、看護学校建設の協力を呼びかけるメッセージを書いた栞を一緒に渡しました。提供品の販

売スタッフもこの日はいつもより多くのメンバーが集まり、お客さんとの交流を楽しみました。 

イベント報告 

◆五ヶ山オカリナコンサート （9/22） 

◆さわら地域チャリティひろば （10/30） 
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◆南福寺 星祭 （1/29） 

中央区桜坂にある高野山真言宗の南福寺の星祭（ほしまつり）に、渡辺ご住職様からのご厚意で参加

させていただきました。星祭に参加するのは今年で 3 年目になります。手をつなぐ会のブースでは星祭

関係者の方々に協力してもらい交替で民芸品と紅茶の販売をしていただきました。キャリーバックいっ

ぱいに詰めて預けておいた民芸品は多くの方に購入してもらい、バッグを引き取るときはとても軽くな

っていました。このたびご協力していただいた多くの方々に感謝します。ありがとうございました。 

◆日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会 in 久留米 （2/4～5） 

1 日目に、「バングラデシュ看護学校建設プロジェクト」の発表でポスターセッションに参加しました。 

なぜこのような大会で看護学校建設プロジェクトについて発表をしたのか。全国大会という 2日間で 4000

人近く足を運んでくださった中で、少しでも多くの方にご協力を得るという熱い思いがあったからです。 

また、ポスターは朝から夕方まで貼り出され、発表時以外にも多くの方の目に触れるので、どう表現しよう

かと試行錯誤し、作るのにも熱が入りました。伝えたいことは山のようにありますが、まずは看護学校建設

プロジェクトについて知ってもらうこと、これを念頭におきました。バングラデシュの現状や、手をつなぐ

会の活動、看護学校は未完成だが学生が入学していることなどについて説明したり、看護学校の先生につい

ての質問を受けたりしました。他のブースでも様々な事例の発表と意見交換があり、今まで医療と関わりが

なかった私にとっては貴重な学びの場となりました。ご家族が在宅ケアを受けている話を聞いたときは感銘

を受け、自分の家族のことを考えると知っておくべき知識の一つだと生の声を聞いて感じました。看護学校

は開校を迎え、新しい情報が随時入ってくることと思います。そこにいる彼ら・彼女ら・私たちの思いを、

このような場でより多くの方に広めることができればと思います。（伊藤） 

日本ホスピス・在宅ケア研究会は、終末期やがんの緩和ケア

の在り方を考える全国大会を年 1 回開催しており、第 24 回全

国大会 in 久留米では大会長を当会の二ノ坂代表が務めまし

た。30 年ほどの地域医療、在宅ホスピスの経験をもとに、こ

れからのホスピス運動、在宅ケアについて多くの方々と語り合

いました。この大会で、手をつなぐ会はポスターセッションに

参加し、看護学校建設のための募金を呼びかけ、チャリティ

CD「ふるさと」の配布を行いました。 

▼当会を代表して発表を行った伊藤綾さんの感想です。  

 

4 月 8 日、ちょうど桜が満開を迎えた

南福寺へ再訪しました。この日はお釈

迦さまの誕生日のお祝いをする「花ま

つり」が行われていました。 
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◆バングラデシュ料理教室 （3/5） 

3 月 5 日、毎年恒例のバングラデシュ料理教室が福岡市健康づくりサポートセンターにて催されまし

た。参加された方々に感想をいただいていますのでご覧ください。 

今までラフマンさんご夫婦が講師でしたが、バングラデシュに帰国中ということで、

今回は初めてカジさんご夫婦と一緒に料理教室を行いました。参加人数は約 20 名だっ

たので、全員でひとつのテーブルを囲み、カジさんご夫婦がひとつひとつの作業を丁

寧に教えてくださいました。作るのに時間はかかってしまいましたが、このゆったり

とした時間も“バングラ時間”らしいなと思う一方、参加していただいた方のてきぱ

きとした作業のおかげで無事に終わりました。感謝いたします。 

スパイスをたくさん使って作るカレーは絶妙に美味しく、風味がたまらなく最高で

す！みなさんもご家庭でバングラカレーを味わうためにも、来年のカレー教室にぜひ

お越しください。（会員・伊藤綾） 

河村さんのお母様の訪問入浴で河村さんと知り合い、毎回、バングラデシュの話をい

ろいろと教えていただいていました。昨年、能古島のイベントに誘っていただき、娘

と参加しました。初めてバングラデシュのカレーを食べて、すっかりはまってしまい

ました。今回、カレー教室に参加して、もっと好きになりました。家でもスパイスを

たっぷり入れ、実験のように作っています。次回は、他の料理も習ってみたいです。 

           （看護師・森田直子） 

 

 

ほぼ毎年、カレー教室に参加しています。今年は、カジさんが講師ということもあり、

味や教え方など、いつもと違っていて、とても新鮮で楽しかったです。実をいうと、

カレー教室に来るまで、仕事のせいでぐったりしていましたが、カレーと参加されて

いる皆様のパワーのおかげで、体調がよくなりました！スタッフとして支えてくれた

末岡さん、伊藤さん、河村さん、講師のカジさんファミリーには、とても感謝してい

ます。参加されていた方も、皆さんとても素敵な方ばかりだったので、これからも、

ご縁がありますように。（会員・千蔵美穂） 



 

 

M i l o n  1 4 0  

－7－ 

長男の勇樹君と中学の卒業記念に料理教室に参加しました。カレーは

思ったほど辛くなくて、小麦粉なしでもトロミが出るのが驚きでした。

シンガラは餃子とコロッケをあわせたような料理で、どちらもとても

美味しかったです。講師の方と同じ美しい瞳がバングラデシュでも希

望に満ちることを祈っています。そのために私にできることを考えよ

うと思います。貴重な体験を有難うございました。（医師・田畑香） 

「おじゃましてます」 

河村さんから初めてお話を伺って、勝手におじゃましています。 

「バングラデシュと手をつなぐ会」に興味を持ち、カビルさんとお知り合いになれたことで、

バングラデシュの方達の人柄に触れる中で、自分が自分のできることで何かお手伝いできる

ことはないか、と思っています。私は料理が大好きです。昨年の能古島イベントでカレー作

りをお手伝いさせてもらうという話しにとても嬉しく思い、またまた厚かましくおじゃまさ

せてもらいました。バングラデシュのカレーのコクのある味に魅力を感じ、先日の料理教室

で更に深く知ることができました。 

私は、あと数年で今の仕事を退く日が来ます。その後は、大好きな分野で社会に再度貢献で

きればと思っていました。6年前大病を患い、好きなものを好きなだけ食べられない体にな

ったことで同じ思いをする人のお役に立ちたいと思ったとき、管理栄養士になり自分と同じ

思いをしている人を支えることができないか、また、体のこと、病気のことが一番わかる人

間が栄養について支えられると考え、次のステップに進みたいと思っています。そうなった

とき、皆様のお役に立てることがあればと今は考えています。これからも微力ですが、じゃ

まにならない程度に「おじゃま」させて下さい。（看護師・末次奈保子） 
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定年退職して丸 5 年、ボランティア活動以外に趣味の水彩画に熱中。どうにか皆さんに見て喜んで

いただけるレベルまでにはなったのかなと妙な自信を得ている。昨年は地元の穂波福祉総合センター

（3月）、タコ焼き屋、能古島国際協力フェスティバル（5月）、ギャラリー幸袋（7 月）、済生会病

院、北九州リバーウォーク日韓親善交流（9 月）、さかえ屋木馬会（10 月）、新天町風ギャラリー日

韓親善交流（11 月）、飯塚信用金庫（12 月）など 9箇所にてバングラデシュ写真展又は水彩画展を開

催できた。そして今年 3 月、直方の歳時館にてバングラデシュ及びネパール写真＆水彩画展を開催。 

－8－ 

◆バングラデシュ及びネパール写真＆水彩画展 （3/17～31） 

アートの世界には終わりはない。自身の目指すアートとは美を共有できるものを創り上げること。

そのことでバングラデシュとの絆が益々深くなることを願いながら、一歩でも目標に近づけるよう

に、これからも活動を続けていきたい。（牟田） 

 

初めて料理教室に参加させて頂きました。今回、カレーとシンガラというバングラデシュ料理を

作るのはもちろん、食べるのも初めてでした。初めて尽くしのなか、講師もバングラデシュの方

から教わることができ、とても新鮮で楽しく、もちろん作った料理は美味しく貴重な体験をさせ

ていただきました。私もそうですが、普段の生活のなかでバングラデシュという国のことを考え

たり気にかけたりすることはほとんどないと思います。しかし、このような料理教室から、どん

な国なんだろう？どこにあるんだろう？と興味を持つきっかけになるのだと思います。今後も料

理教室を続けていただき、バングラデシュという国、手をつなぐ会のことなど多くの人に知って

もらいたいです。（看護師・加来まゆみ） 

 

 歳時館の中庭 

カジさんの指導のもと、バングラデシュのカレーとシンガラ作りを教えていただきました。

味付けはスパイスと塩が基本でした。どちらもカレー風味ですがスパイスの種類がそれぞれ

違い、どちらもすぐに食べたくなる味でした。家にあるスパイスを使いシンガラを早速作っ

てみました。レパートリーがまたひとつ増えました。カジさん、また美味しいお料理を教え

て下さい。ご馳走様でした。（FUNN・原田君子） 



【ションダニ病院】 
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 バングラデシュには厚生省の認可なしで医療活動をしているクリニックや病院がたくさんあります。

環境も悪く、設備のないままで医療活動をし、医療ミスが多発しているのです。このような状況を防ぐ

ために一応ガイドラインはあるのですが、守る人が少ないというのが現状です。ションダニ病院は 2007

年に認可を得るために申請しましたが、職員不足の問題で認可が下りませんでした。つまり認可なしで

これまで医療活動をしてきたのです。ションダニは正式に法律を守り医療活動をするということで再び

厚生省に申請をしました。 

カラムディ村だより 

★ブリヂストン・ちょボラ募金 

前年度、助成していただいたブリヂストン・ちょボラ募金 80 万円で、引き続きインフォメーション

センターの工事をしています。現在、建物のペンキ塗りが終了し、内部の工事が進められています。 

1月 12日にカラムディ村の学校関係者や若者とインフォメーションセンターの使い道について話し合

い、インターネットを導入して大学入学手続きや市場動向について情報を得ることができる文化施設

にしたいという具体的な意見が出ました。 

 

【助成金関係】 

  

 
ションダニ病院 

ションダニ病院の関係者 

内装工事の様子 地域の有力者との懇談会 
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たくさんの募金ありがとうございました 
（2016 年 7 月～2017 年 3 月） 敬称略 

【看護学校支援募金】 

ニコニコ募金の皆様、大阪そねざきロータリークラブ、大木ひろみ、日南市在宅医療・介護連携推進協議会、市原美穂、

山田和男、孔英珠、クリーンビレッジテニスクラブ、シーベスト 野芥店、かも川薬局 野芥店、かも川薬局 田隈店、な

かよし眼科、垂水チズ子、山根暁子、角響子、一般社団法人 粕屋歯科医師会、高砂園、さわらスイミング、一輪、はぴ

ね福岡野芥、春風薬局、原健太郎・麻由子、寺町聡子、村上久子、波多江智恵子、岡田澄子、㈱シンクパートナーズ、越

智吉郎、森永キヌヨ、町田京子、福岡県薬剤師会、垣田節子、矢田修一、小金丸貫次・良、二ノ坂保喜、鈴木敏夫・忍、

菅豊彦、公益社団法人 福岡県看護協会、なごみの家、あじ正、田中ノリ子、秋山妙子、浜谷静枝、井手喜怒子、池田美

智子、むーみんネット、NPO 在宅ケアを支える診療所、五ヶ山オカリナコンサート、㈱愛しとーと、フレアス在宅マッサ

ージ福岡、ラフマン・モクレスール、黒田裕子記念神戸フォーラム 2016 事務局、唐崎愛子、いらはら診療所、和田圭子、

ヘアーサロン光、八木倫明、福岡市早良区保健福祉センター、早良区民生委員児童委員研修大会、第 40 回日本死の臨床

研究会、高良陽子、吉井敦子、野村満里子、三浦正悦、高木タカヨ、福岡市医師会、小渕智子、有吉京子、久留米医師会、

陶山紀美子、山岡憲夫、山崎麻子、高橋眞生、井上明美、坂口和正、西田真紀、あんどう医院、渡辺雅彦、大塚都美子、

椎葉さよ子、安田ふさ代、今泉幸男・ゆみ子、髙橋誠・須賀子、森本久美子、八田喜弘・弓子、福岡市介護保険事業者協

議会、坂口留美子、新庄恭子、大頭信義、大脇為常、原紀子、藤吉礼子、松本康司、長尾和宏、田村賢二、竹尾総子、中

山暁子、浅野直人、第 7回九州在宅医療推進フォーラム、石川、森茂、後藤勝弥、川原由美、吉川八重子、重橋亨、澤上

明子、さわら地域チャリティひろば、にのさかクリニック、安中正実、吉田一代、今村和彦・亜子、フランスベッド㈱、

オカリナグループ ひまわり、浅倉さち子、財津悠子、中村幸泰、馬場義明・恭子、五十嵐雄道、円光寺 仏教婦人会、徳

丸ヨネ子、深川由紀子、松岡澄子、太田英明、（医）鵬之風、尾﨑雄、（医）大橋内科胃腸科、出水明、平野賴子、桑山

雄次、去來川節子、大村市医師会、庄嵜惠子、香原弘明、行徳収司、ホワイトハウス美容室、河村貴芳、河村富美子、福

岡県看護協会、在宅ホスピスを語る会、中山マキ子、白髭豊、立花時子、田村亮、鐘ヶ江寿美子、廣田一紀、五反田満幸、

八尋礼子、山田美都子、山浦誠、小田昌子、吉村純彦、吉柳栄子、姫路市介護サービス第三者評価機構、村岡泰典、帯田

輝幸、田崎賢一、髙木和子、青木芳恵、山口龍彦、タジマヒロシ、田畑陽一郎、中尾ナツノ、谷田憲俊、大城清、今井信

行、千葉典子、白日高歩、村木幸子、武末文男、船戸崇史、馬場良子、さわら ふれあいの里、特定非営利活動法人つな

ぐ、くすりのかも川、伊東美紀、古賀八重子、MSD 株式会社、平山正明、岡﨑万寿喜、南光子、副島弘子、九州大学病院

医療連携センター、合澤英夫、関本雅子、清水禎子、久米隆、江藤喜久雄、古賀カツ子、中村修、中園久美子、はやしや

まクリニック 希望の家、井上ヨシノ、松石英子、簑田裕美子、八木良子、貞刈暢代、訪問看護ステーション はな、小川

信、高橋美貴子、稲石佳子、井上敬子、社会福祉法人 白熊会、中川佳子、関根浩介・悠紀子、大木整形・リハビリ医院、

笹川記念保健協力財団、カトリック仁豊野教会、日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会、社会福祉法人 緑光舎、水山

マサコ、福岡市医師会成人病センター、NPO 法人 市民ホスピス・福岡、志免町役場福祉課、佐藤テツ子、永松代里子、稲

永えり子、福岡イブニングロータリークラブ、石井千津子、平野亜紀、梅田徳子、小野田桂子、福岡友の会 冨田道子、

久保田彰子、在宅ホスピスフェスタ in 北九州、宇陀市医療介護あんしんセンター、高松市医師会、平野久美子 

 

【募金】さるびあ会、濱元裕子、富田桂子、小山田浩定、吉川八重子、今給黎靖子、坂口和正、瀬角南、尹戸真司、倉光

東昭、杉本潔、藤岡美保、松原弘明、藤田瞳、福田豊、河内英一、伊達洗次、茂呂塾保育園、八木良子、山崎律子、ラフ

マン・モクレスール、濱田民子、米本千春、㈱ウェルフェアネット 

 

【旅費カンパ】山下久代、江崎好枝、志岐玲子 

 

【イベント収入】 

・五ヶ山オカリナコンサート 民芸品：8,200 円 

・さわら地域チャリティひろば 紅茶・民芸品：10,600 円 

・南福寺 星祭 紅茶・民芸品：36,400 円 募金箱：1,950 円 

・料理教室 募金箱：3,485 円 

編集後記 継続は力なり 

何か物事を成し遂げることは容易ではない。誰もができないことに挑戦するということは、皆と同じ道を

歩かないということ。孤独であるし、孤独に耐えて生きていく人生である。そして、続けていると途中で

必ず苦難に直面する。そこで諦めず、周りの環境に惑わされないで信念を持って生きることにしている。 

（原澤） 
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、25 年にわたり《教育》《保健医療》《生

活向上》の分野で支援活動を行っています。 

① 教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、子牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール、看護学校建設) 

② 保健医療（ションダニ病院、巡回健診、サテライトクリニック） 

③ 生活向上（子牛貸出制度、足踏みミシンの職業訓練） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事 業 内 容    

  
●国内での活動  
 ① 総会（毎年 5 月）、理事会（毎月 1回）、看護学校定例会（毎月 1回）による活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年 2 回発行 

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成 

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催 

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介 

⑥ 看護学校建設プロジェクト 

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会  

西新事務所 

〒814-0002 福岡市早良区西新 5-4-20 

TEL/FAX 092-844-1369 

http://tewotunagukai.com/ 

手をつなぐ会の活動全体の支援 

ゆうちょ銀行 01720-2-10442 

特定非営利活動法人 

バングラデシュと手をつなぐ会 

 
看護学校建設プロジェクト特設事務局 

〒814-0171 福岡市早良区野芥 4-19-34 

にのさかクリニック内 

http://bangla-nts.jimdo.com 

看護学校建設プロジェクト支援 

ゆうちょ銀行 01760-5-142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校 

5 月 14 日（日）に定期総会があります。前年度の活

動の報告、看護学校の現状、会の今後に向けて話し

合います。議決権があるのは正会員ですが、どなた

でも参加できますので気軽にご参加ください。  

場所：にのさかクリニック 時間：14:00～15:00 

 

引き続き 1,500 円で販売しているチャリティ CD「ふ

るさと」（Shana＆オカリナを愛する仲間たち）の収

益金は看護学校建設プロジェクトに寄付されていま

す。4 階と 5 階の工事はまだこれからです。最後まで

完成させるためにぜひよろしくお願いします。 

会報名 ミロン 140 号 2017 年 4 月発行  

※「ミロン」は、ひとつになる、手をつなぐという意味のベンガル語です。 

発行責任者 二ノ坂 保喜（バングラデシュと手をつなぐ会 代表）   監修 原澤 陽介 

 

 定 期 総 会 のご案 内   
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 チャリティ CD「ふるさと」のご案 内   


